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滞在時に日記を書き綴っている。1909年 7月 1日～ 8月 25日までスティーブストンで
サケ刺網業に従事した彼の日記には、後の生物学者の片鱗を窺わせるような漁場利用につ




































































































きやんすら」とかやつてるのを聴いたり （ 7月 13日・書簡）
　暇にはペンペン三味線に合せてサノサ節を怒鳴る蛮声も、至る所で「ゆこら、ゆこら」といふ紀州
























 （ 7月 10日）
　六時起床、米其他を船に積込み、干潮か内に上へ廻し大網あげ毒液に浸し、小さき方を亦船へ積込む。
 （ 7月 17日）
　七時起床、皆網積み方に忙しく互に助け、十一時漸くしまふ。 （ 7月 18日）































































































































作　業 人数 内　　　容 作　業 人数 内　　　容
魚選別 3 2 階での魚収集に 1人、魚選別に 1人、アイロン・チンクへの魚配列に 1人 秤量器 2 1 器に 1人、機械工 1人
魚洗浄 7 仮巻締機 2 1 器に 1人、機械工 1人






釜入れ 2 別途、釜機械工 2人
アイロン・
チンク 4 1 台に 4人 釜出し 2
断肉機 2 缶詰 1列に対し 1人 缶の洗浄・倉庫への運搬 5 別途、釜洗浄機械工 1人
細切魚送り 1 倉庫内 15 打検、缶積置、ニス塗り、ラベル貼付、荷造り
肉詰機 4 機械 1台に 2人、別途に機械工 1人 火夫 1 ボイラー室
缶直し 2 1 列に 1人 機関室 1 機械工 1人










































（ 2）山本宣治は、1889（明治 22）年 5月 28日に京都市新京極でアクセリー店を営む山本亀松・多年の一人息子
として生まれた。病弱のため神戸第一中学校を中退した彼は、宇治川畔の別荘（後の料理旅館「花やしき浮舟
園」）で園芸に親しんだ。1906（明治 39）年、大隈重信邸での園芸見習を経て、遠戚にあたる眼科医・石原明之
助（京都市出身）の誘いで、1907（明治 40）年 5月 14日園芸研究のためカナダへ渡った。5年間、ハウスボー
イ、 園芸やサケ漁業などに従事した後、1911（明治 44）年に父の病気のため帰国した。旧制第三高等学校や東京
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